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環境価値が資産になる！

今、注目の
「カーボンクレジット」とは？

特集

株式会社トノハタ
注目企業を訪ねる

家事のその手間、解決します！
編集室の商品ピックアップ
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温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
量
を〝
経
済

価
値
〟と
し
て
認
証
す
る
も
の
で
す
。

　

主
に
企
業
や
自
治
体
に
お
い
て
、
Ｃ
Ｏ
２

な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）の
排

出
削
減
や
吸
収
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
た

結
果
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
認
証
し
、
取

引
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向

け
て
、
具
体
的
な
行
動
変
容
を
促
す
最
も

強
い
動
機
と
な
る
の
が
、
経
済
的
メ
リ
ッ

ト
で
す
。
Ｇ
Ｈ
Ｇ
は
目
に
見
え
な
い
た
め
、

価
格
と
い
う
形
で
可
視
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
企
業
や
個
人
は
排
出
＝
コ
ス
ト
と
し

て
認
識
し
、
削
減
に
つ
な
が
り
や
す
く
な

り
ま
す
。

国
や
地
域
主
導
の「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
ク
レ
ジ
ッ
ト
」と
、
民
間
主
導

の「
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
」

に
大
別
さ
れ
ま
す
。

　

一
般
的
に
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
ク
レ

 

Ｃ
Ｏ
２
可
視
化
の
取
り
組
み
が

〝
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
投
資
〟に
な
る
時
代
へ

ジ
ッ
ト
は
国
や
地
域
が
認
証
し
、
法
的
義

務
を
果
た
す
た
め
に
使
用
さ
れ
る
た
め
、

信
頼
性
が
高
い
と
認
識
さ
れ
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
日
本
で
は
、「
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
」

（
Ｐ
４
参
照
）
や
「
二
国
間
ク
レ
ジ
ッ
ト

（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
）＊
１
」
が
代
表
的
で
す
。

　

一
方
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、

法
的
義
務
で
は
な
く
自
主
的
な
活
動
に
よ

る
成
果
を
、
民
間
主
導
で
認
証
し
ま
す
。

世
界
最
大
規
模
の
Ｖ
Ｃ
Ｓ
＊
２
は
地
域
社

会
や
生
物
多
様
性
へ
の
貢
献
も
評
価
さ
れ

る
な
ど
、
基
準
も
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
り
ま

す
。
購
入
者
に
と
っ
て
は
、
活
用
の
自
由

度
が
高
く
、
自
社
の
取
り
組
み
や
地
域
貢

献
な
ど
の
目
的
に
合
致
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト

を
選
び
や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り

ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導

入
、
省
エ
ネ
機
器
の
導
入
、
森
林
保

全
や
植
林
活
動
な
ど
の
取
り
組
み
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
①
ボ
イ
ラ
ー

や
照
明
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
設

備
を
よ
り
高
効
率
な
も
の
へ
更
新
す
る
、

②
化
石
燃
料
か
ら
太
陽
光
発
電
な
ど
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
す
る
、
③
植

林
や
間
伐
と
い
っ
た
適
切
な
森
林
管
理
な

ど
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
の
排
出
削
減
及
び
吸
収
量
の

環境価値が資産になる！
今、注目の「カーボンクレジット」とは？

増
加
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
で
創
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
創
出
に
は
、
以

下
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

追
加
性  

新
規
の
植
林
、
省
エ
ネ
設
備
へ

の
投
資
と
い
っ
た
追
加
的
な
投
資
や
行
為

に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
削
減
量
で
あ
る
こ
と

 

永
続
性  

削
減
効
果
が
一
定
期
間
継
続
す

る
こ
と

 

認
　
証  

削
減
量
が
客
観
的
な
基
準
に
基

づ
き
第
三
者
機
関
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て

い
る
こ
と

　
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創
出
プ
ロ
セ
ス
を

例
に
取
る
と
、
省
エ
ネ
（
高
効
率
設
備
へ

の
更
新
等
）
や
森
林
管
理
な
ど
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
計
画
を
登
録
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
内
容
に
よ
り
１
～
２
年
と
い
っ
た
一
定

期
間
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
経
て
、
削
減
効

果
を
定
量
的
に
証
明
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証
ま
で

に
は
一
定
の
時
間
が
必
要
で
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
購
入
に
よ
り
、
自
社
の
排

出
量
と
の
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
や
、

地
域
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
販
売
す

れ
ば
新
た
な
収
益
源
に
も
な
り
得
ま
す
。

　

購
入
者
の
主
な
活
用
方
法
と
し
て
は
、

カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
と
地
域
支
援
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
１
９
９
８
年
に
Ｇ
Ｈ
Ｇ

排
出
量
を
削
減
す
る
目
的
で
施
行
さ
れ
た

「
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法

律
（
温
対
法
）」
で
は
、
企
業
に
対
し
て
排

出
量
に
関
す
る
報
告
義
務
や
排
出
量
抑
制

な
ど
が
課
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
そ
の
オ
フ
セ
ッ

ト
に
活
用
可
能
で
す
。
ま
た
、
自
社
の
環

境
価
値
を
高
め
る
た
め
の
自
主
的
な
取
り

組
み
と
し
て
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
を

行
う
企
業
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
よ
う
に
特
定
の
地
域
を
支
援

で
き
る
こ
と
も
重
要
な
活
用
方
法
で
す
。

例
え
ば
ヒ
ノ
キ
を
原
料
に
す
る
メ
ー
カ
ー

が
ヒ
ノ
キ
産
地
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
購
入
す

る
と
、
そ
の
収
益
が
ヒ
ノ
キ
林
の
管
理
に

役
立
ち
、
産
地
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
販
売
側
に
と
っ
て
は
、
所
有
す
る

森
林
等
で
創
出
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
新
た

な
収
益
に
な
り
ま
す
。
自
治
体
で
取
り
組

め
ば
税
金
に
代
わ
る
新
た
な
財
源
と
な
り
、

地
域
に
再
投
資
す
る
こ
と
で
地
域
活
性
化

に
つ
な
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 愛知工業大学

総合技術研究所　教授

近藤 元博 氏

カーボンニュートラルの実現に向けた対策が急がれる中、企業などが、
再生可能エネルギーの導入や省エネへの投資だけでは補いきれない炭素排出量を削減する手段として、

世界的に注目を集めている「カーボンクレジット」。
温室効果ガスの削減・吸収に貢献する取り組みを“金銭的価値”として取引できるカーボンクレジットは、
環境対策を“コスト”から“投資”へと転換し、経済成長との両立を実現する仕組みとして期待されている。

日本では2023年に東京証券取引所で取引市場も開設されており、今後の動向に注目だ。
今号では、カーボンクレジットとは何かを解説し、創出や活用の事例を紹介する。

特  集

カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
は

何
で
す
か
？

Q1

カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
は
ど
の

よ
う
な
種
類
が
あ
り
ま
す
か
？

Q2

カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
ど
の

よ
う
に
活
用
で
き
ま
す
か
？

Q4

カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
は

ど
の
よ
う
に
創
出
さ
れ
ま
す
か
？

Q3

AAA

A

＊1	二国間クレジット（JCM）：日本が、パートナーである発展途上国に対して脱炭素技術などを提供する際に用いる枠組み。途上国の排出量削減が
実現した場合、パリ協定に基づく自国の排出削減目標達成のため、日本側がクレジットを獲得できる

＊2	VCS（Verified Carbon Standard）：米国の非営利団体が運営。流通している主要ボランタリークレジットの中では最多の発行量を誇る

　GHGに金銭的価値を与えることで経済的インセンティブを生み出し、行動変容を促
す仕組みを「カーボンプライシング」と言い、カーボンクレジットもその仕組みの一つ。
日本で導入されているカーボンプライシングは、カーボンクレジット以外に以下のよう
な例がある。

①	炭素税―企業などが燃料や電気等を使用して排出した炭素に対して課税する制度
②	排出量取引制度―企業ごとの炭素排出量に枠を設け、企業間で過不足を取引できる制

度。2026年度より本格的に稼働
③	化石燃料賦課金―化石燃料ごとのCO2排出量に応じて輸入事業者等に賦課する制度

カーボンクレジットは「カーボンプライシング」の一つ
１押さえておこう！ 

　排出量取引制度とは、直近3年間の平均CO2直接排出
量が10万トン以上の企業に対して排出枠が割り当てられ、
排出実績量と同量の排出枠保有の順守が求められる制
度。排出枠の過不足は、企業間で取引できる。対象とな
るのは、製鉄・石油・自動車・化学などの大手企業300
〜400社程度と見込まれている。1トンのCO2当たり約
2,000〜4,000円の範囲内で、排出枠の価格が決定され
る予定。

2026年度より本格稼働した
「排出量取引制度」とは

２押さえておこう！ 

　企業等の活動において、CO2の排
出削減努力をしても削減が難しい場
合にカーボンクレジットを購入する
ことで、埋め合わせをする（相殺す
る）ことを「カーボン・オフセット」
と言う。企業が自主的に取り組むこ
とのメリットは、環境に配慮したイ
メージの構築やESG評価の向上な
どが挙げられる。

カーボン・オフセットとは
３押さえておこう！ 

どうしても減らせない
温室効果ガス排出量

排出削減・除去による
カーボンクレジット

－CO2＋CO2

資金などの支援排出量
の把握

削減努力

カーボンクレジット

カーボン・オフセットのイメージ

埋め合わせ
（オフセット）

・省エネルギー
・再生可能エネルギー
・森林保全、植林　など環境省「カーボン・オフセットガイドラインVer.3.0」

を基に編集部が作成
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は
、
規
制
（
ム
チ
）
の
み
な
ら
ず
、
支
援
（
ア

メ
）
を
組
み
合
わ
せ
、
良
い
循
環
を
作
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

が
開
始
さ
れ
、
法
的
順
守
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
こ
の
制
度
で
利

用
可
能
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
ク
レ
ジ
ッ

ト
へ
の
需
要
が
増
加
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
国
内
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
不
足
す
る
可
能
性
も

高
ま
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
代
替
手

段
と
し
て
民
間
主
導
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ク

レ
ジ
ッ
ト
へ
の
注
目
も
高
ま
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 
環
境
対
策
だ
け
で
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

Ｇ
Ｈ
Ｇ
で
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
る 

Ｃ
Ｏ
２
は
、
こ
れ
ま
で
の
公
害
物
質
と
は

異
な
り
、
気
候
変
動
を
介
し
て
私
た
ち
の

生
活
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
厳
し

い
一
律
の
規
制
で
は
な
く
、
各
国
が
自
主

的
な
削
減
目
標
を
掲
げ
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

我
が
国
も
国
際
公
約
と
し
て
２
０
３
０

年
ま
で
に
46
％
減
（
13
年
比
）
の
目
標
を

掲
げ
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

今
後
、
気
候
変
動
を
抑
制
す
る
た
め
に

投
資
や
取
引
継
続
の
評
価
に
影
響
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
は
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
Ｅ

Ｓ
Ｇ
投
資
家
の
重
要
な
評
価
指
標
と
な
っ

て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
企
業
の
経
営
に
影
響

を
与
え
る
財
務
的
要
素
（
負
債
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
今
後
、
ア
ッ
プ
ル
や
ト

ヨ
タ
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
が
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
に
脱
炭
素
を
要
求

す
る
動
き
が
加
速
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、

排
出
量
取
引
制
度
の
対
象
外
で
あ
る
企
業

も
、
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
活
用
な
ど

に
よ
る
Ｇ
Ｈ
Ｇ
削
減
に
対
応
し
な
け
れ

ば
、
取
引
の
継
続
が
で
き
な
く
な
る
可
能

性
も
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
ク
レ
ジ
ッ
ト
へ

の
需
要
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

日
本
で
は
こ
れ
ま
で
、
カ
ー
ボ
ン
・
オ

フ
セ
ッ
ト
は
各
企
業
に
よ
る
自
主
的
な

取
り
組
み
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
し
か
し
、

２
０
２
６
年
度
か
ら
排
出
量
取
引
制
度

環境価値が資産になる！
今、注目の

「カーボンクレジット」とは？

特  集

　

こ
れ
に
よ
り
、
環
境
対
策
と
経
済
成
長

を
両
立
さ
せ
た
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

に
近
づ
く
は
ず
で
す
。

＊1	 CDP：企業の環境活動を評価し、情報開示を促す国際的な環境非営利団体（NGO）
＊2	 RE100：事業活動の電力を再エネ100%にすることを目指す国際的イニシアティブ
＊3	 SBT：科学に基づく企業の温室効果ガス排出削減目標

カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
今
後
の

可
能
性
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q7

カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
市
場
の

動
向
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q6

A

A

カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
へ
の
取
り

組
み
は
企
業
評
価
に
ど
う
影
響
す

る
で
し
ょ
う
か
。

Q5A

　2013年度から経済産業省・環境省・農林水産省の3省で運営する、省エネ・再エネ設備の導入や森林管理等による
GHGの排出削減・吸収量をクレジット（単位：t-CO2）として認証する制度。
【発行クレジットの種類】
取り組み内容によって、大きく6つに分類される。
① 再エネ由来：化石燃料から再エネへ転換
② 省エネ由来：設備の高効率化や燃料転換により、化石燃料の使用量を削減
③ 森林吸収由来：適切な森林管理や植林により、樹木のCO2吸収量を増加
④ 工業プロセス由来：特定の製造工程において、GHG排出量が少ない代替物質への転換やプロセスの改善
⑤ 農業由来：メタンなどの排出を削減する土壌改善や家畜の飼育、または炭素を土壌に貯留
⑥ 廃棄物由来：廃棄物処理方法の変更やリサイクルなどで、メタンガスの発生抑制や化石燃料の使用量削減

日本の代表的なコンプライアンスクレジット「J-クレジット」とは
４押さえておこう！ 

【主なメリット】　

創出者
・クレジット売却益を得られる
・地球温暖化対策へのPR効果

活用者
・温対法や省エネ法への対応
・CDP＊1質問書、RE100＊2、SBT＊3と
  いった企業評価調査等への報告
・カーボン・オフセットによる環境保全・
  地域貢献へのPR効果

【売買の方法】　

❸ 東京証券取引所「カーボンクレジット市場」で取引
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● 

株
式
会
社
イ
ク
タ

ー
ー
ー
ー
ー 

愛
知
県
瀬
戸
市
　

高
性
能
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
で

環
境
価
値
を
社
会
に
還
元

　

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
イ
ク

タ
は
、
既
設
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー
を
よ
り
高
効
率
な
も
の
に
更
新
す
る

こ
と
で
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
削
減
し
、
そ
の

削
減
分
を
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
発
行

し
て
い
る
。
２
０
２
２
～
２
０
３
０
年
の

８
年
間
で
ボ
イ
ラ
ー
１
台
に
つ
き

８
５
７
９
ｔ-

Ｃ
Ｏ
２
の
創
出
を
計
画
。

認
証
さ
れ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
原
則
２
年
ご

と
に
売
却
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

２
０
２
４
年
に
認
証
を
受
け
た
１
６
５
８

ｔ-

Ｃ
Ｏ
２
分
は
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引

の
仲
介
業
者
を
介
し
て
、
全
量
を
他
社
へ

販
売
予
定
だ
。

　

こ
れ
ま
で
も
同
社
は
国
産
材
活
用
の
促

＊Scope2：他社から供給された電気、熱・蒸気の使用に伴う
間接排出

進
や
、
製
品
の
製
造
過
程
で
発
生
す
る
木

質
端
材
を
ボ
イ
ラ
ー
の
熱
源
と
し
て
再
利

用
す
る
な
ど
、
国
内
の
森
林
循
環
と
林
業

活
性
化
を
通
じ
た
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
に

貢
献
し
て
き
た
。
既
設
ボ
イ
ラ
ー
の
更
新

を
検
討
し
て
い
た
数
年
前
に
、
新
設
し
た

高
効
率
ボ
イ
ラ
ー
は
従
来
設
備
と
比
較
し

て
高
い
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
効
果
が
見
込
ま

れ
、
削
減
相
当
量
を
〝
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ

ト
〟
と
し
て
取
引
で
き
る
こ
と
を
知
っ
た
。

そ
こ
で
、
設
備
更
新
を
単
な
る
入
れ
替
え

に
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
環
境
価
値

と
し
て
社
会
に
還
元
で
き
る
仕
組
み
と
す

る
た
め
、
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
へ
の
参

加
を
決
定
。
従
来
ボ
イ
ラ
ー
の
稼
働
状
況

な
ど
、
排
出
削
減
量
の
算
定
根
拠
と
な
る

デ
ー
タ
の
整
理
に
一
定
の
準
備
を
要
し
た

が
、
２
０
２
２
年
に
同
制
度
へ
の
登
録
を

完
了
し
た
。

　

同
社
は
今
後
も
適
正
な
運
用
を
実
施

し
、
継
続
的
な
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
創
出
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
で
は
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
や
吸
収
活
動
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
単
位
で
登
録
し
、

一
定
期
間
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
経
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証
さ
れ
る
。
企
業
な
ど
が
こ
れ
を
購
入

す
る
と
自
社
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
オ
フ
セ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。
同
制
度
に
登
録
さ
れ

て
い
る
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
活
用
事
例
を
紹
介
す
る
。

カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
り
組
み
事
例

● 

大
東
建
託
株
式
会
社

ー
ー
ー
ー
ー 

東
京
都
港
区

Ｚ
Ｅ
Ｈ
賃
貸
住
宅
で
生
ま
れ
た

ク
レ
ジ
ッ
ト
で
環
境
貢
献
へ

　

不
動
産
賃
貸
事
業
な
ど
を
展
開
す
る
大

東
建
託
は
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
賃
貸
住
宅
の
供
給
に

よ
り
一
般
的
な
住
宅
と
比
較
し
て
削
減
さ

れ
た
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト

と
し
て
登
録
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
①
省
エ
ネ
性
能
を
高
め

た
こ
と
に
よ
る
削
減
と
、
②
太
陽
光
発
電

の
導
入
で
系
統
電
力
か
ら
の
電
気
使
用
量

を
削
減
す
る
も
の
。
①
に
関
し
て
は
、
高

効
率
機
器
の
導
入
や
外
皮
性
能
の
向
上
等

を
実
施
し
、
２
０
２
３
年
度
に
４
９
８

ｔ-

Ｃ
Ｏ
２
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
発
行
し
た
。

発
行
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
自
社
で
の
カ
ー
ボ

ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
に
活
用
す
る
他
、
同
社

が
販
売
す
る
Ｚ
Ｅ
Ｈ
賃
貸
住
宅
の
住
宅

ロ
ー
ン
取
り
扱
い
実
績
の
あ
る
金
融
機
関

に
無
償
で
提
供
し
、
関
係
強
化
に
つ
な
げ

る
取
り
組
み
も
実
施
し
て
い
る
。
②
に
つ

い
て
は
、
太
陽
光
発
電
に
よ
る
発
電
電
力

の
う
ち
、
入
居
者
の
自
家
消
費
分
を
ク
レ

ジ
ッ
ト
化
す
る
。
創
出
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト

は
、
再
エ
ネ
切
り
替
え
が
困
難
な
同
社
の

支
店
事
務
所
や
工
事
現
場
の
仮
設
電
源
使

用
に
よ
る
排
出
量
と
オ
フ
セ
ッ
ト
し
、
Ｒ

Ｅ
１
０
０
の
達
成
に
向
け
て
取
り
組
む
。

　

２
０
２
５
年
に
は
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
賃
貸
住
宅

か
ら
創
出
し
た
再
エ
ネ
由
来
ク
レ
ジ
ッ
ト

を
市
場
価
格
の
８
割
程
度
で
取
引
先
企
業

に
販
売
す
る
事
業
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ

の
事
業
を
通
し
て
、
資
材
調
達
を
行
う
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
Ｓ
ｃ
ｏ
ｐ
ｅ
２
＊
の 

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
を
推
進
し
て
い
く
。

つくる へらす

オンラインでの
オフセット注文
＆代金支払い

クレジット
証書発行

クレジット
管理委託

代金
支払い

クレジット管理プラットフォーム運営
無効化処理代行

ZEH建設 資材の投入

お取引企業様クレジットを創る

Scope2
の削減

事
例
②

創
出

活
用

事
例
①

創
出

サプライチェーン企業向け「カーボンクレジットサービス」概要
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で
き
る
サ
ー
ビ
ス
だ
。
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
は
Ｌ

Ｔ
Ｓ
Ｐ
と
協
働
で
、「
建
て
得
」
ユ
ー
ザ
ー

の
自
家
消
費
に
よ
り
削
減
し
た
Ｃ
Ｏ
２
を

Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
化
し
、
自
社
で
の
活
用

や
販
売
を
通
じ
て
、
環
境
価
値
を
社
会
に

還
元
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

２
０
２
５
年
度
か
ら
自
社
工
場
で
の

カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
利
用
に
加
え
、

協
賛
す
る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
試
合
を
通
じ

た
社
外
活
用
を
積
極
的
に
実
施
。
例
え

ば
、
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
が
パ
ー
ト
ナ
ー
を
務
め

る
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
や
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
試
合
で
、
観
客
の
移
動
や
会
場

で
の
電
気
使
用
に
伴
い
発
生
し
た
Ｃ
Ｏ
２

の
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
に
取
り
組
む

な
ど
、
フ
ァ
ン
や
サ
ポ
ー
タ
ー
が
楽
し
み

な
が
ら
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ

か
け
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
“
ス
ポ
ー
ツ
の
場
”

に
活
用
す
る
施
策
は
、
環
境
へ
の
取
り
組

み
が
目
に
見
え
て
分
か
り
や
す
い
と
好
評

で
、
ブ
ラ
ン
ド
価
値
向
上
に
も
貢
献
し
て

い
る
。

　

同
社
で
は
、
真
の
脱
炭
素
社
会
を
実
現

す
る
に
は
、
社
会
全
体
で
の
意
識
変
革
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
、
住
宅

で
創
出
し
た
環
境
価
値
を
、
様
々
な
社
会

活
動
の
原
動
力
に
変
え
る
持
続
可
能
な
サ

イ
ク
ル
を
拡
大
し
て
い
く
。

従
業
員
が
自
社
の
社
会
的
責
任
に
誇
り
を

持
つ
こ
と
に
つ
な
が
り
、
強
力
な
社
員
エ

ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
社
外
へ
の
情
報
発
信
に
よ
り
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も

増
加
。
商
談
時
の
話
題
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
る
な
ど
、
単
な
る
環
境
対
策
を
超
え

た
、
信
頼
関
係
を
深
め
る
た
め
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
も
機
能
し

始
め
て
い
る
。

　

今
後
も
排
出
量
予
測
に
基
づ
い
た
迅
速

か
つ
適
切
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
確
保
を
継
続
し

て
い
く
一
方
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
よ
る
オ

フ
セ
ッ
ト
の
み
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、

省
エ
ネ
設
備
の
導
入
な
ど
で
の
排
出
量
削

減
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

● 

株
式
会
社
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ

ー
ー
ー
ー
ー 

東
京
都
品
川
区

一
般
住
宅
の
環
境
価
値
を

ス
ポ
ー
ツ
に
還
元
し

ブ
ラ
ン
ド
価
値
向
上
に
つ
な
げ
る

　

Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ 

Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｃ
Ｏ 

ス
マ
ー
ト

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
（
以
下
、
Ｌ
Ｔ
Ｓ
Ｐ
）
が
提

供
す
る
「
建
て
得
」＊
１
は
、
実
質
０
円
＊
２

で
住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
導
入

● 

株
式
会
社
ミ
ラ
タ
ッ
プ

ー
ー
ー
ー
ー 

大
阪
府
大
阪
市
　

カ
ー
ボ
ン・オ
フ
セ
ッ
ト
が

自
社
へ
の
誇
り
や
顧
客
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
に

　
住
宅
設
備
機
器
な
ど
を
販
売
す
る
ミ
ラ

タ
ッ
プ
は
２
０
２
４
年
、
大
分
県
で
約

１
２
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林
を
所
有
・

管
理
す
る
田
島
山
業
か
ら
森
林
由
来
の

Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
２
０
０
０
ｔ-

Ｃ
Ｏ
２
分

を
購
入
。
森
林
保
全
が
持
続
可
能
な
環
境

対
策
と
考
え
、
田
島
山
業
か
ら
の
購
入
を

決
め
た
。
全
国
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
や
オ

フ
ィ
ス
運
営
な
ど
に
よ
り
排
出
さ
れ
る 

Ｃ
Ｏ
２
を
オ
フ
セ
ッ
ト
し
、
事
業
活
動
に

伴
う
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る

計
画
を
10
年
か
け
て
実
行
し
て
い
く
。
同

社
で
は
特
に
２
０
２
４
年
10
月
か
ら
の
３

年
間
を
「
飛
躍
期
」
と
位
置
付
け
、
事
業

拡
大
を
加
速
さ
せ
て
い
る
中
で
、“
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
実
質
ゼ
ロ
で
の
成
長
”
と
い
う
高

い
目
標
を
掲
げ
、
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
向
上

は
も
と
よ
り
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の

長
期
的
な
信
頼
獲
得
を
目
指
す
。

　

全
国
の
拠
点
で
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
が

オ
フ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、

＊1	「建て得」：太陽光発電による余剰電力の売電収入を15年間LTSPに提供することで、製品代の割賦支払い負担を0円にするサービス。太陽光発電で昼間発電した電力は０円で使用可能
＊2	 プランによっては設置費用が発生する

余剰売電
収入譲渡

太陽光発電
システム
製品代

15年で相殺

自家消費 自家消費
電力の

「環境価値」

● 自社でのカーボ
ン・オフセット

● プロスポーツ試
合などでのカー
ボン・オフセット

● 他社への販売
 など

J-クレジット制度で
クレジット化

住宅からの
CO2排出量を削減し
2050年カーボン
ニュートラルを実現

J-クレジット
制度

「建て得」ユーザーLTSP

環境価値が資産になる！
今、注目の

「カーボンクレジット」とは？

特  集

事
例
④

創
出

活
用

事
例
③

活
用

LIXILのJ-クレジットへの取り組み概要
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新年度が始まる春。何かと忙しい日々の中、家に帰れば待っているのが“家
事”です。家事の負担を減らしたいという思いは、多くの家庭に共通する
テーマではないでしょうか。そこで今号では、便利な機能やアイデアで家
事をサポートしてくれる建材を編集室がピックアップ。毎日の暮らしを軽
やかにできるヒントをお届けします。

※価格はすべて税込価格です
※ 掲載商品は弊社と取引がない商品も含みます

家事のその手間、解決します！

「洗う・干す・たたむ・しまう」という洗濯家事に関わる一連の作業を１カ所で行えるよ
うに集約できるランドリールーム専用の収納。収納の上で洗濯物をたたむ、アイロンがけ

するといった作業がしやすいよう高
さなどを設計している。予洗い用
のコンパクトシンクや作業台の下
に乾燥機を設置できる乾燥機収納、
洗濯物を入れるかごを収納するス
ペース付きなど、バリエーションが
豊富だ。天井にランドリーパイプ
を設置すれば移動せずに洗濯物を
干すこともできる。自分の洗濯ルー
ティンに合わせた自由なプランニン
グで、洗濯家事の効率化に役立つ。

【仕様】
ユニットサイズ：H810mm・990mm、D450mm
※乾燥機収納ユニットのサイズ：H990mm、D700mm、間口800mm
※シンクユニットのサイズ：H810mm、D600、間口600mm・900mm

【参考価格】
間口1.5間シンク付きプラン：554,600円
間口1.75間乾燥機収納付きプラン：
558,700円
●	問い合わせ先：永大産業株式会社

シンク付きプラン

洗濯周りの家事を一括管理できる
ランドリールーム専用収納「フィルフィット ランドリー」
永大産業株式会社

生ごみをシンクの排水口に投入すると、破
砕・乾燥させることができる生ごみ処理機。
排水口にディスポーザー（粉砕機）を、シ
ンク下に固液分離・乾燥装置を設置する。
破砕した生ごみから水分を取り除き、乾燥
した生ごみがシンク下の装置にたまる仕組
みだ。生ごみの容量は約20分の1に削減さ
れ、悪臭も発生しない。乾燥後のごみ捨て
頻度は、4人家族なら約2カ月に1回で済む。
シンク回りの調理くずの掃除などの手間も
省き、家事の負担を軽減する。また、排水
浄化処理のための処理槽が不要なので、初
期費用も抑えることができる。乾燥した生
ごみは肥料としての再利用も可能だ。

【仕様】
外形寸法／粉砕機：W180mm×H326mm×D220mm　処理
機：W280mm×H445mm×D444mm　重量：粉砕機／約7kg　
処理機／約18kg　処理方式：機械処理タイプ（固液分離に
よる排水方式、電気ヒーターによる生ごみ乾燥方式）

【メーカー希望小売価格】
437,800円
※下水道条例等の法令規制および販売網の都合によ
り設置・販売できない地域があります。詳しくは以
下までお問い合わせください。

●	問い合わせ先：株式会社ちくま精機　

“一戸建て・後付けOK”の
生ごみ処理機「キッチンカラット」
株式会社ちくま精機

高い除菌効果を持つオゾン水を水道水から生成するオゾン水除菌ユニッ
ト「AQUA OZONE」を搭載した浴室暖房乾燥機で、浴室掃除の手間
を減らし、浴室内を清潔に保つことができる。スイッチを押すだけで、
浴室に残った泡などを流し、壁・床面・排水口など水がたまりやすい場
所へオゾン水を散布。その後、洗い
流しや換気・乾燥までを自動で行
い、「標準」モードでの所要時間は
約2時間10分。ピンク汚れや黒カビ
の原因菌発生を99.9%抑制するこ
とを試験で確認済みで、入浴後に毎
日使用すれば浴室全体のカビ掃除は
月1回程度に抑えることも可能だ。

【仕様】
外形寸法／グリル板：W595mm
× H22mm × D500mm（突 起 部 除
く）　本体：W530mm×H257mm×
D820mm／重量：15.3kg（運転時：
15.9kg）／設置場所：天井設置形
標準タイプ／暖房能力：4.1kW／
換気タイプ：換気ファン付きタイ
プ／乾燥方式：温風循環

【価格】
301,070 円～
●	問い合わせ先：
　 株式会社ノーリツ

オゾン水の自動散布で浴室をキレイに保つ
浴室暖房乾燥機「シャーン」

株式会社ノーリツ

キレイ運転なし・換気あり1か月
後 キレイ運転（乾燥連動）

排
水
口

床
や
溝



付 加 価 値 創 造 に 挑 戦

注 企業を訪ねる
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本　　社 	●	和歌山県日高郡
	 	 みなべ町西岩代
	 	 195-1
創　　業 	●	1950年
資 本 金 	●	2,900万円
従 業 員 	●	160名
事業内容 	●	梅干及び梅関連製品

製造、販売

“
カ
ー
ボ
ン・オ
フ
セ
ッ
ト
梅
干
し
”で

地
域
の
森
林
環
境
整
備
に
貢
献

︱
︱ 

「
よ
り
安
全
で
、
よ
り
地
球
に
優
し
く
、
よ

り
喜
ば
れ
る
商
品
と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」を
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
掲
げ
る
同
社
。
中
で
も
、
地
球
環
境
に

負
荷
を
か
け
な
い
も
の
づ
く
り
の
追
求
に
注
力
し
、

２
０
０
９
年
に
食
品
業
界
で
初
め
て
、「
カ
ー
ボ

ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
認
証
」を
取
得
し
て
い
る
。
梅

農
家
に
よ
る
梅
の
栽
培
か
ら
収
穫
・
塩
漬
け
を
行

う
１
次
加
工
、
同
社
工
場
で
行
う
味
付
け
や
容
器

詰
め
な
ど
の
２
次
加
工
、
そ
し
て
卸
先
ま
で
の
物

流
で
生
じ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
算
出
し
、
和
歌
山

県
内
の
山
林
が
Ｃ
Ｏ
２
を
吸
収
す
る
こ
と
で
生
ま

れ
る
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
購
入
し
オ
フ
セ
ッ

ト
し
て
い
る
と
い
う
。

  「
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
に
関
心
を
持
っ
た
の

は
、
２
０
０
５
年
に『
京
都
議
定
書
』が
発
効
さ

れ
た
と
き
で
し
た
。“
な
ぜ
梅
干
し
加
工
企
業

が
？
”と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
環
境
対
策

は
価
値
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
地
球
温

暖
化
が
進
め
ば
原
料
と
な
る
梅
の
木
が
育
た
ず
、

我
々
の
業
界
に
も
無
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実

際
、
２
０
２
５
年
４
月
に
は
甚
大
な
ひ
ょ
う
被
害

が
あ
り
、
紀
南
地
域
で
の
梅
の
被
害
額
は
47
億
円

を
超
え
ま
し
た
。
温
暖
化
は
こ
の
よ
う
な
気
象
災

害
に
も
影
響
し
て
い
る
は
ず
で
、
環
境
対
策
は
取

り
組
む
べ
き
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

︱
︱ 

２
０
０
９
年
以
降
現
在
ま
で
、
毎
年
カ
ー
ボ

ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
認
証
を
取
得
し
て
い
る
同
社
。
ク

レ
ジ
ッ
ト
の
購
入
費
は
コ
ス
ト
に
な
る
が
、
そ
の
価

値
を
買
っ
て
も
ら
い
や
す
い
ギ
フ
ト
用
商
品
に
の

み
オ
フ
セ
ッ
ト
認
証
を
付
け
、
個
人
は
も
ち
ろ
ん

環
境
経
営
に
取
り
組
む
企
業
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

  「
地
域
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
購
入
す
れ
ば
、
地
域
の
森

林
環
境
整
備
に
も
資
金
が
回
り
ま
す
。
地
域
環
境

が
良
く
な
れ
ば
、
巡
り
巡
っ
て
よ
い
梅
が
栽
培
さ
れ

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ

ト
認
証
マ
ー
ク
の
認
知
度
が
も
っ
と
高
ま
り
、
消
費

者
に
選
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
」

︱
︱ 

２
０
１
９
年
に
は
、
よ
り
確
実
な
食
品
安

全
管
理
を
実
践
す
る
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
の
国
際
規
格
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
２
２
０
０
０
認
証
を

取
得
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
、
業

界
に
先
駆
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

  「
梅
干
し
は
丁
寧
な
扱
い
が
必
要
で
、
人
に
頼
る

労
働
集
約
型
産
業
で
す
。
生
産
性
を
高
め
て
組
織

規
模
を
拡
大
す
る
た
め
、
装
置
産
業
へ
の
転
換
を

図
る
べ
く
投
資
も
加
速
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
や
差
別
化
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
根

底
に
あ
る
の
は
人
と
地
域
の
た
め
に
役
立
ち
た
い

と
い
う
思
い
で
す
。
新
た
な
事
業
と
し
て
、
メ
タ

バ
ー
ス
で
の
仮
想
体
験
を
通
し
て
和
歌
山
の
魅
力

に
触
れ
て
も
ら
う
と
い
う
取
り
組
み
に
も
着
手
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
先
祖
か
ら
受
け
継
い

で
き
た
地
域
の
産
業
を
次
の
世
代
に
渡
す
た
め
に

何
を
す
べ
き
か
を
考
え
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

ジ
だ
け
で
は
説
得
力
が
弱
い
。
消
費
者
離
れ
を
さ

せ
な
い
た
め
に
は
、
い
か
に
健
康
に
良
い
効
果
が

あ
る
の
か
と
い
う
根
拠
が
必
要
と
考
え
、
大
学
と

連
携
し
て『
紀
州
梅
効
能
研
究
会
』を
立
ち
上
げ
、

20
年
以
上
研
究
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
と
い
っ
た
効
果

効
能
を
科
学
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
解
明
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
発
信
す
る
な
ど
梅
干
し
の
健

康
効
果
の
浸
透
を
図
っ
て
い
ま
す
」

︱
︱ 

こ
れ
ら
の
研
究
は
商
品
開
発
に
も
生
か
さ

れ
て
い
る
。
好
例
が
、
梅
干
し
で
初
め
て
機
能
性

表
示
食
品
と
し
て
消
費
者
庁
に
受
理
さ
れ
た「
ク

エ
ン
酸
た
っ
ぷ
り
梅
干
」だ
。
塩
分
が
高
い
食
品

と
酒
は
機
能
性
表
示
食
品
と
し
て
届
け
出
で
き

ず
、
梅
の
代
表
的
な
加
工
品
で
あ
る
梅
干
し
や
梅

酒
は
難
し
い
と
さ
れ
て
き
た
。
同
社
は
長
年
の
研

究
活
動
を
生
か
し
、
梅
干
し
に
含
ま
れ
る
ク
エ
ン

酸
の
疲
労
感
軽
減
効
果
を
論
文
に
ま
と
め
る
と
と

も
に
、
独
自
技
術
で
塩
分
を
10
％
前
後
か
ら
２
％

ま
で
減
ら
す
こ
と
に
成
功
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
た
。

  「
健
康
志
向
の
高
ま
り
で
食
品
の
減
塩
化
ニ
ー
ズ

も
強
く
な
っ
て
お
り
、
梅
干
し
の
有
効
成
分
を
損

な
わ
ず
、
従
来
品
よ
り
減
塩
し
た
商
品
を
ス
ー

パ
ー
な
ど
で
広
く
販
売
し
て
い
ま
す
。
塩
分
１
・

５
％
の
商
品
も
開
発
済
み
で
す
。
当
社
は
大
企
業

の
よ
う
に
膨
大
な
消
費
者
デ
ー
タ
を
持
っ
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
身
を
消
費
者
に
置

き
換
え
て
何
が
欲
し
い
か
を
考
え
抜
き
、マ
ー
ケ
ッ

ト
イ
ン
の
商
品
開
発
を
し
て
い
ま
す
」

梅
干
し
で
初
め
て
と
な
る

機
能
性
表
示
食
品
を
開
発

︱
︱ 

梅
の
生
産
・
収
穫
量
で
全
国
１
位
を
誇
る
和

歌
山
県
で
、
創
業
か
ら
76
年
に
わ
た
り
南
高
梅
を

原
料
と
し
た
高
品
質
な
梅
干
し
を
作
り
続
け
て
い

る
ト
ノ
ハ
タ
。
豊
富
な
商
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
が
顧

客
か
ら
支
持
を
集
め
る
と
同
時
に
、
業
界
初
と
な

る
数
多
く
の
先
駆
的
な
取
り
組
み
で
注
目
を
集
め

る
。「
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
認
証
」＊
１
の
取
得

を
は
じ
め
、
機
能
性
表
示
食
品
＊
２
と
し
て
の
商
品

開
発
な
ど
、差
別
化
が
難
し
い
梅
干
し
業
界
で
次
々

と
新
た
な
価
値
を
創
造
し
て
い
る
。

  「
日
本
の
食
文
化
に
な
じ
み
深
い
梅
干
し
は
、

１
０
０
０
年
以
上
前
か
ら
食
べ
ら
れ
て
き
ま
し

た
。〝
お
い
し
い
〟
だ
け
で
な
く
、〝
健
康
に
良
さ

そ
う
〟と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
購
買
動
機
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
今
後
も
梅
干
し
が
日
本

の
食
卓
に
あ
が
り
続
け
る
に
は
、
単
な
る
イ
メ
ー

株
式
会
社 

ト
ノ
ハ
タ

消費者の購買意欲維持のため
梅干しの効能を科学的に解明

食品業界初の
カーボン・オフセット認証を取得し

新しい価値を付与

地域のクレジット購入や魅力発信で
地域振興に貢献

ここが注目ポイント

“カーボン・オフセット”という価値で
新たな梅干しづくりに挑戦する
業界のフロントランナー

代表取締役社長

殿畑 雅敏 氏

＊1	カーボン・オフセット認証：企業などのカーボン・オフセットの取り組みが認証基準を満たしているかを一般社団法人カーボンオフセット協会
が確認し、認証を付与する制度

＊2	機能性表示食品：事業者の責任で科学的根拠を基に商品パッケージに機能性を表示するものとして、消費者庁に届け出られた食品

機能性表示食品「クエン酸
たっぷり梅干」

凍らせて食べる梅「アイス梅」カーボン・オフセット認証付き無添加梅「なちゅら」

オフセット（埋め合わせ）
資金の支援

クレジット

「木の国　森づくりシアワセプロジェクト」（和歌山県）▲

商品

好循環

和歌山の
森林整備により
CO2が
クレジット

森や空気・
水がきれいに

梅の生育環境
が良くなる

良い梅が
できる

どうしても減らせないCO2
CO2削減努力 他の場所でのCO2吸収量

他の場所での排出削減量

商品購入
（消費者）

トノハタ
安全への取り組みとしてすべて
の商品に製造ロット番号を印字
している。南高梅の場合、栽培
農家を特定できる

トノハタの商品例

大学や地域企業などと『紀州梅効能研究会』を結成し、梅干しの効果効能を研究

トノハタのカーボン・オフセットの仕組み
脂肪燃焼作用

ダイエットに期待できる紀州産梅
干しの成分「バニリン」を発見。
製法の工夫によりバニリンがより
多く含まれている「はちみつ梅」
も商品化

インフルエンザ予防
インフルエンザウイルスの増殖を
抑制する新規機能性化合物を発見

胃がん予防
胃に障害を及ぼすヘリコバクター
ピロリ菌の運動能力を阻害または
抑制する効果のある物質が含まれ
ていることを見いだし、その物質
の構造分析に成功

糖尿病予防
血糖値の上昇、肥満などに関連づ
けられる酵素の働きを効果的に阻
害する成分が含まれていることを
発見

食中毒予防
「黄色ブドウ球菌（MRSA）」や「病
原性大腸菌（O-157）」といった
食中毒菌の増殖を抑制する作用

（制菌作用）があることを発見

動脈硬化の抑制
血管収縮性作用のあるホルモンの
働きを調整し、血圧の上昇を抑え
ることを確認

抗酸化活性作用
梅干しに含まれる「梅リグナン」
には酸化反応を抑制する作用があ
り、細胞や組織が酸化するのを防
ぐことを見いだす

梅干しの効果効能の一例

毎日
3個以上

毎日
1～2個以上

食べない

23

22

21

20

19

18

17

BM
I（
㎏
/㎡
）

■ 梅干しの摂取量とBMI値



＊ 家具などのインテリア品は実際の展示と
　 異なる場合があります

編集室より

■	送付先の変更、広告掲載・誌面に対するご意見などは
	 以下までご連絡ください。

メールアドレス：kenzai-monthly@sfc.co.jp
住友林業株式会社 木材建材事業本部 業務企画部

■ 弊社ホームページにPDF版を掲載中です。
住友林業　建材マンスリー
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　住宅リフォーム推進協議会は、リフォームに対する意識や
行動、制度認知などの実態把握のために、2025年に一般の
リフォーム消費者向けに実施した「住宅リフォームに関する
実施／検討の実態調査」の結果を公表した。また、併せてリ
フォーム事業者向けに事業者の工事実績や売上高等について
も調査をしている。
■「住宅リフォーム実施者・検討者」の調査結果
●	リフォームの実施回数：直近で初めてリフォームを実施し
た人の割合は45.4％で減少傾向。3年以内にリフォームを
検討している人ではリフォーム経験者が7割を超え、一度
リフォームした人は複数回実施する傾向がうかがえる。

●	リフォーム検討のきっかけ：「住宅の設備や構造を修繕」
の割合が実施者・検討者とも最も高
かった。リフォームで実現したいこ
とは、実施者では「一部の部屋の全
面改修をする」、検討者では「省エ
ネ性能を高める」の割合が高かった。

●	リフォーム検討時／契約時に重視
すること：リフォーム検討者が予
算以外に重視する点は、「省エネ性」
／「耐久性」／「耐震性」の向上が
見込めること 、「設備の使い勝手」

が良くなることなどが高かった。リフォーム箇所は水回り
やリビングの割合が高く、「窓・サッシ」をリフォームした
割合は実施者、検討者ともに前回調査から上昇した。

● リフォーム予算と費用：リフォーム検討者の希望予算の平
均値は292万円、実施者の検討時の予算は310万円でと
もに前回より上昇。実際にかかった費用（補助金を含む）
の平均値は前回より下降し、405万円となった。

● リフォームの不安な点：「費用がかかる」「事業者選び、手
続きが面倒そう」「減税措置や補助制度など、どのような
支援制度があるのか」の割合が上昇した。事業者選定時の
重視点は「担当者の対応・人柄」の割合が高く、「工事の質・
技術」を重視する点も上昇した。

先日、家事の月給計算ができるサイトを発見しました。見えない価値を可視化
してみようと、家事内容や所要時間などを入力し早速計算したところ、私の家
事の月給は約21万円。ちなみに厚生労働省によると、2025年度の大学卒の初
任給は平均約24万円/月だそう。日々を思い返してみると、平日の起きている
時間は、就業時間以外がほぼ家事の時間ということに、自分でも驚きつつ…商
品ピックアップでご紹介した建材で家事の負担を減らしたいと思う一人です。（Ｅ）

編
集
後
記

今月のニュース

表紙：住友林業（株）住宅事業本部　神奈川西支店　海老名展示場

「住宅リフォームに関する消費者・事業者の実態調査」を公表
 —— 一般社団法人住宅リフォーム推進協議会

2025年度「既築住宅のZEH改修実証支援事業」で改修を行った住宅の一般公開
（オープンハウス等）情報を掲載 —— 一般社団法人環境共創イニシアチブ

　「既築住宅のＺＥＨ改修実証支援事業」（略称：ZEH+改修)
は、既存住宅へのZEHを超える省エネ改修実証を支援するこ
とで、エネルギー消費量のさらなる削減、断熱性能の向上、
良質な既存住宅の形成や快適な暮らしの実現、並びにZEHを
超える省エネ改修の普及を目指す事業として2025年度から始
まった。本事業では、改修効果等を周知するため改修後に住
宅を一般公開することが求められており、改修によって実現し
た快適性や省エネ性能を実際の住空間で体験することができる。
　2025年度の公募は既に終了したが、同年度に「ZEH＋改
修」を行った住宅の一般公開（オープンハウス等）が、全国
一斉に行われている。なお、開催期間は物件によって異なる。
●	一般公開の情報は、同協議会HP「一般公開
（オープンハウス等）実施情報検索」に今後も順
次公開予定。
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※元図にある「WB後」は無視してください
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①外気に接する外壁全てを断熱遮断
②断熱等性能等級6以上の外皮平均熱貫流率（UA値）及び冷房期の平均日射熱取得率（ηAC値値）
③改修後の住宅がBEI※＜＝0.7
設計一次エネルギー消費量が、再生可能エネルギーを除き、基準一次エネルギー消費量から30％以上削減
※BEI：建築物の省エネ性能を評価する指標。設計一次エネルギー消費量を基準一次エネルギー消費量で除した値
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＜検討者のリフォームの重視点＞
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改修後の住宅がBEI※≦0.7
設計1次エネルギー消費量が、再生可能
エネルギーを除き、基準1次エネルギー
消費量から30％以上削減

※BEI：建築物の省エネ性能を評価する指標。設計1次エネルギー消費量を基準1次エネルギー消費量で除した値

＜改修例＞
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